


平成２７年度  
地震・津波対策訓練の実施について 

 
 
 

１．訓練の目的 
   本訓練は、大規模地震や津波による災害に対して、迅速かつ的確な災害対策業 
  務を遂行し、被害の拡大・二次災害の防止、円滑な復旧・復興に資するとともに、ひ 
  いては国民の安全、生命及び財産の保全を目的として実施するものです。 

 
２．訓練時の地震想定   
   地震発生日時：平成２７年１１月 ５日（木）９：００ 
  想 定 地 震 ：南海トラフ巨大地震（東海・南東海・南海地震等） 
  震   源    地 ：和歌山県南方沖１００ｋｍ（プレート間地震）マグニチュード9.1 
  管 内の 震 度：山口県内全域において震度５強の地震発生を想定 
   

３．訓練の中止・変更等 
  訓練の当日、降雨等により 防災体制をとる必要が生じた場合は、訓練 を中止 

   又は延期する場合があります。                         

  

  

H26年度訓練状況 



お 知 ら せ

平成２７年１１月２日
同時資料提出先
合同庁舎記者クラブ、鳥取県政記者会、島根県政記者会
岡山県政記者会、広島県政記者クラブ、山口県政記者会
山口県政記者クラブ、山口県政滝町記者クラブ、
中国地方建設記者クラブ

平成2７年度 地震・津波対策訓練を実施します

国土交通省中国地方整備局では、大規模地震・津波による災害を想定し、発災から

災害応急対策までの、被災状況の迅速かつ正確な把握・伝達、及び的確な指揮・対策

等の訓練を実施し、職員の防災対応能力の向上を図ることを目的として、下記のとお

り「平成２７年度地震・津波対策訓練」を実施します。

○訓練日時 平成２７年１１月５日（木） ９：３０～１５：１５
（岡山河川事務所、岡山国道事務所、宇野港湾事務所管内で甚大災害

が発生したと想定し本局と情報伝達訓練を実施）

○訓練場所
・本局（災害対策本部） ：広島合同庁舎２号館８階 災害対策室
・事務所等（災害対策支部）：管内の各事務所及び管理所内（２５支部）

○訓練のポイント
１．津波防災の日（11月5日）に合わせた取り組み
２．津波警報発令後の河川、道路、海岸等の被災状況の迅速な確認と

対応

３．津波警報解除後の国・県・市、防災関係機関との連携した道路啓

開等の緊急対応

４．リエゾン・TEC-FORCE派遣訓練

５．大規模河道閉塞への緊急対応

６．災害対策用機械の出動、放置車両撤去等の実働訓練

【取材について】
１．取材については中国地方整備局及び管内全事務所のみとし、その他の関

係機関への取材はご遠慮願います。
２．訓練は全て公開で実施します。訓練中の撮影は可能です。ただし訓練の

妨げにならないよう、担当者の指示に従ってください。
３．庁内への入館は、別途入館の手続きが必要となりますので、余裕をもっ

て来庁して下さい。
４．その他、不明な点は、下記の担当へ問合せをお願いいたします。

○問い合わせ先 国土交通省中国地方整備局
電話番号（０８２）２２１－９２３１（代表：平日・昼間）

（担当）総括防災調整官 足 立 司 （直通：０８２－５１１－６１６０）
あ だち つかさ

企画部 防災対策官 常 松 宏 （直通：０８２－５１１－６０９８）
つ ね ま つ ひろし

（広報担当窓口） 広 報 広 聴 対 策 官 平 川 雅 文 （内線２１１7）
ひら かわ まさ ふみ

企 画 部 環境調整官 田 尾 和 也 （内線３１１４）
た お か ず な り
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訓 練 概 要
１．訓練参加機関

中国地方整備局管内の河川･道路･ダム･公園･港湾空港・営繕関係の事務所（管理所）、

鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、広島市、岡山市、瀬戸内市、陸上自衛隊中

部方面総監部、陸上自衛隊第１３旅団、第六管区海上保安本部、第七管区海上保安本部、

第八管区海上保安本部、国土地理院中国地方測量部、中国運輸局、気象庁広島地方気象

台、西日本高速道路(株)、広島高速道路公社、日本放送協会、中国電力(株)、(一社)中国

建設弘済会、（財）河川情報センター、（一社）日本建設業連合会、（一社）河川ポン

プ施設技術協会、(一社)日本埋立浚渫協会、（一社）海洋調査協会、(一社)建設コンサル

タンツ協会中国支部、(一社)鳥取県建設業協会、(一社)島根県建設業協会、(一社)岡山県

建設業協会、(一社)広島県建設工業協会、(一社)山口県建設業協会、中国地方の防災に

関する連絡会、災害応急対策に関する協定締結業者

２．地 震 ・ 津 波 想 定

地震発生日時：平成２７年１１月５日（木）９：００

甚大災害発生地域の地震想定は下記のとおり。

想 定 地 震：南海トラフ巨大地震（訓練）
震 源 地：和歌山県沖（沖合１０0km付近）
管 内 の 震 度：震度６強～４（震度分布図参照）
管 内 の 津 波：宇野港：初期潮位＋１．０m

【甚大災害発生地域の被災想定】

所管施設名 甚大な被災の内容
河川関係 旭川、百間川、吉井川、高梁川 堤防被害等

ほか
道路関係 直轄国道２号、30号、53号、1 地震・津波による瓦礫・浸水、法面崩壊

80号、補助国道ほか 等による通行止等
港湾関係 宇野港、水島港ほか 港湾施設被害、浮遊物による航路障害

訓練想定震源地
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３．主な訓練スケジュール

時 刻 実 施 内 容 等

１１月５日
９：３０頃 ・本局（８階）に災害対策本部設営

・局長訓示（訓練開始）
・気象台リエゾンによる地震に関する今後の状況について説明
・本部会議

管内の体制、被災状況、交通状況等

９：４５頃～ ・天然ダム状況報告
・リエゾン派遣指示

９：５０頃～ ・CCTVによる樋門閉塞確認
・CCTVによるOFFランプ通行止め状況確認

１０：００頃～ ・天然ダムに関する緊急調査実施

１０：１５頃～ ・防災エキスパート被災現場派遣（災害時の支援協定に基づく要
請）

１０：４５頃～ ・国道2号笠岡市・岡山市通行止め、国道30号岡山市通行止め
実施報告

１１：００頃～ ・本部会議
本部各班から10:30現在の体制、被災状況報告

１１：２５頃～ ・現地災害対策支援班から被災エリア及び啓開優先ルートの確認・
調整状況報告（現地災害対策本部車から）場所：岡山国道事務所

１１：４０頃～ ・天然ダム緊急調査結果の報告

（１２：００～ （休憩）
１３：００）

１３：００頃～ ・本部会議
13時現在の被災状況及び対策工実施内容について各班から報告

１３：２０頃～ ・吉井川津波浸水被害箇所へ排水ポンプ車出動
場所：吉井川左岸1k600付近

１３：３０頃～ ・国道３０号での災対法に基づく車両の移動訓練（岡南維持出張所
構内から中継）場所：岡山国道事務所岡南維持出張所

１４：００頃～ ・天然ダムへの投下型水位計投下完了、計測開始。
本部モニターへ計測結果を表示。

１４：１０頃～ ・港湾施設被災状況報告

１４：５０頃 ・本部会議
14:30現在の被災状況、進捗状況、今後の対応について各班
から報告）

１５：１０頃 甚大災害事務所とのテレビ会議による情報共有

１５：１５頃 ・講評

・訓練終了

※１訓練の進行により、実施時間・内容を変更する場合があります。

※２下線は実働訓練または、映像を災害対策室大型モニターに表示し、訓練を行う時間帯です。
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４．訓練の変更・中止等
訓練の当日、降雨等により訓練内容の変更や防災体制をとる必要が生じた場合は、

訓練を中止する場合があります。

※訓練のポイントの補足
今回の訓練のポイント

①津波防災の日としての取り組み
「津波防災の日」の主旨を踏まえ、津波被害に対する「備え」と更なる防災業務の迅速
な対応能力向上を図るため、津波被害に対応した情報伝達訓練を実施するもの
「津波防災の日」とは。

・東日本大震災を教訓に津波対策を総合的に推進するため、平成23年6月に
「津波対策の推進に関する法律」制定、合わせて11月5日が「津波防災の日」と
定められた。

・1854年11月5日安政南海地震で和歌山県を襲った際に、稲に火を付けて、暗闇の
中を逃げ遅れた人を高台に避難させた「稲むらの火」の逸話にちなんだもの。

②津波に関連して発生する障害をシナリオとして組み入れた実践的な訓練
津波警報発令後の河川、道路、海岸等の被災状況の迅速な確認と対応
・河川樋門の閉鎖
・道路の通行止め措置（CCTVによる状況確認）

③津波警報解除後の国・県・市、防災関係機関との連携した道路啓開等の緊
急対応
・災害対策本部車で、国・県・市関係者による道路啓開作業の調整、進捗状況の

確認と被害情報の共有
・防災関係機関（5県２市、陸上自衛隊、海上保安部、中国地方の防災に関する

連絡会等）との防災体制や被害情報等について情報伝達を実施。
・災害協定に基づく各機関との情報共有や支援体制の確立

④リエゾン・TEC-FORCE派遣、災害対策用機械の出動訓練
・リエゾンを派遣し、自治体の被災情報収集と支援に関する情報提供を実施
・排水ポンプ車を津波浸水箇所へ出動し、排水作業実施
・関係機関との調整のため災害対策本部車を現地へ派遣

⑤大規模河道閉塞による緊急対応
・衛星を活用した広域的被害状況の把握
・分解組立ＢＨの空輸訓練

⑥災害対策用機械の出動、放置車両撤去等の実働訓練
・道路啓開等の作業に支障となる放置車両の移動作業実施
・復旧作業に必要な排水ポンプ車の移動設置を実施
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